


　「各地の老人クラブ活動」
に掲載する記事を募集してい
ます。
　各市町老人クラブ連合会の
活動ＰＲにもなりますので、
ぜひ御活用ください。
　・会員増強運動
　　（仲間づくり活動）
　・地域づくり活動
　・健康づくり、介護予防活動
　・生きがいづくり活動
　・生産活動



山
口
県
は
全
国
と
比
較
し
て
も
10
年
早
く
超

高
齢
社
会
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
介

護
予
防
は
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
現
在
、
健
康
長
寿
や

地
域
支
援
事
業
と
し
て
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

の
構
築
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
市
町
老
連
会
員
や
非
会
員
の

高
齢
者
に
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
運
動
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
、多
く
の
地
域
高
齢
者
の
生
涯
現
役
パ
ワ
ー

を
促
進
す
る
た
め
、
女
性
委
員
会
と
共
に
、
平
成
27
年

12
月
９
日
（
水
）
周
南
市
新
南
陽
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

に
て
「
地
域
高
齢
者
・
生
涯
元
気
！
健
康
づ
く
り
応
援

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

平
成
27
年
度 

～
健
康
長
寿
・
地
域
支
援
生
涯
現
役
パ
ワ
ー
促
進
事
業
～

地
域
高
齢
者
・
生
涯
元
気
！

　
　
　
健
康
づ
く
り
応
援
セ
ミ
ナ
ー
開
催

▲一人ずつＡＥＤを体験

▲介護予防の大切さを聴講

▲いきいき百歳体操

▲いきいき百歳体操

▲まず全員で説明を受けました

▲グループに分かれて実践

■
実
技
「
救
急
講
習
」

　
午
前
中
は
、
周
南
市
西
消

防
署
の
山
本
祐
司
消
防
士
長

を
始
め
４
人
の
隊
員
を
講
師

に
迎
え
、
心
肺
蘇
生
法
（
胸

骨
圧
迫
と
人
工
呼
吸
な
ど
）
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
、そ
の
後
、５
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

人
形
を
使
用
し
実
践
し
ま
し
た
。
参
加
者
が
多
か
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
人
ず
つ
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
体
験
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、「
実
際
に
や
っ
て
み
る
こ
と
で

理
解
が
深
ま
っ
た
。」「
久
々
に
体
験
で
き
て
復
習
に
な
っ

た
。」
と
皆
さ
ん
か
ら
も
好
評
で
し
た
。

■
講
演
・
実
技
「
い
く
つ
に
な
っ
て
も
元
気
大
作
戦
！

～
い
き
い
き
百
歳
体
操
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
～
」

　
午
後
か
ら
は
、
周
南
市
高
齢
者
支
援
課 

地
域
包
括
ケ

ア
推
進
担
当
の
坂
本
智
子
保
健
師
を
講
師
に
迎
え
、
介

護
予
防
の
大
切
さ
や
本
人
を
取
り
巻
く
環
境
が
介
護
予

防
に
は
重
要
で
あ
る
こ
と
、
住
民
主
体
の
通
い
の
場
の

役
割
や
活
性
化
事
例
な
ど
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。
ま
た
、

い
く
つ
に
な
っ
て
も
「
動
か
す
こ
と
」
に
よ
っ
て
運
動

の
効
果
が
で
る
た
め
、
周
南
市
の
健
康
づ
く
り
で
奨
励

し
て
い
る
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
を
指
導
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
か
ら
は
「
日
頃
、
身
体
を
動
か
さ
な
い
た
め
、

少
し
き
つ
か
っ
た
が
少
し
ず
つ
頑
張
り
た
い
。」「
足
腰

を
丈
夫
に
し
、
美
味
し
く
食
べ
、
皆
さ
ん
と
楽
し
く
過

ご
し
た
い
。」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
伴
い
、
介
護
予
防
は
ま
す

ま
す
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
こ
う
し
た
介
護
予
防
の

知
識
や
経
験
を
そ
れ
ぞ
れ
の
地
元
で
の
活
動
に
つ
な
げ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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地域の方々と共に、要支援高齢者の    介護・生活を支えよう！
～「新地域支援事業」に向けての行動提案～

　新地域支援事業は、高齢者が住み慣れた自宅・地域でできる限り暮らし続けていけるよう
にする「福祉のまちづくり」の取り組みでもあります。
　老人クラブはこれまでも「健康・友愛・奉仕」を基本に、地域で助け合い・支え合いの活
動を行ってきました。
　老人クラブが新地域支援事業の担い手として、会員のみならず地域の高齢者による支援の
輪を広げることは、現在すすめている「山口県１万人会員増強運動」の成果にもつながるも
のと期待されます。

※参考：公益財団法人全国老人クラブ連合会「老人クラブの地域支援活動　新地域支援事業に向けての行動提案」

< 多様な通いの場 >
●交流サロン・喫茶室　●趣味サークル　●健康教室　●体力測定　●介護予防教室　など
< 多様な生活支援 >
●声掛け　●安否確認（電話訪問）●見守り　●話し相手　●お知らせ届け等情報提供　
●高齢者詐欺被害防止　●防火・防犯・防災や災害避難協力
●付添い（通院・買物・墓参・サロンやクラブ活動場所などへの同行）
●軽作業（電球・電池・水道パッキンなどの交換、重量物や高所物の移動、障子張替え、雑草刈り、
　　　　　植木剪定、簡単な家の補修　など）
●家事手伝い（掃除、窓拭き、草むしり、ごみ出し、布団干し　など）
●買物や諸手続き代行　　●配食　　●移送サービス　　など

３　新地域支援事業に取り組むことで、老人クラブ活動が一層活性化され「会員増強運
動」に弾みをつけることになります。

　具体的な事例　

　この経験を生かし、新地域支援事業の理念の共有に努め、介護予防・生活支援サービスの
担い手として、行政や住民・関係者と協働した活動を進めましょう。

■老人クラブによる介護予防・生活支援サービス
　支援を必要とする高齢者のニーズによっては、介護予防・生活支援サービスを事業化して
老人クラブがこれを担うことが考えられます。事業化することによって、より質の高いサー
ビスや多様なサービスの提供を可能にすることも考えられます。
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地域の方々と共に、要支援高齢者の    介護・生活を支えよう！
～「新地域支援事業」に向けての行動提案～

　介護保険制度の改正に伴い、「要支援」に認定された高齢者への介護サービスは、平成 27
年度から３年間において市町村ごとに独自の「新地域支援事業」として実施することになり
ました。
　新地域支援事業では、高齢者が住み慣れた地域で暮らし続けるために、地域団体や住民参
加による支え合いの体制を作ることが必要とされています。
　老人クラブがこれまで取り組んできた友愛活動には地域差がありますが、健康づくり・介
護予防活動は、ほとんどの老連、老人クラブで実施されています。
　これらの経験を生かし、市町における新地域支援事業の協議の場に参画して、老人クラブ
でできる範囲の介護予防・生活支援の活動を、地域の関係機関や団体と共に担うことを一緒
に考え、協働していきましょう。

■市町からの説明への対応
　各市町では、住民や団体による「助け合い活動のめざすもの」について様々な機会を通じ
て説明・相談し、参画の呼びかけが行われるものと思われます。
　老人クラブの事業（活動）について充分理解してもらう必要があります。

■協働の場（協議体）への参加
　市町内の高齢者のニーズを把握し、計画を策定し、運営していくため、関係者が連携・協
力していく必要があります。そのための場として「協議体」の設置が進められると思われます。
協議体への参画によって、老人クラブ事業（活動）は多様な関係者にも理解され、連携が深
まります。

■老人クラブ活動を生かした介護予防・生活支援活動
　老人クラブでは地域の支援を必要とする会員・高齢者を対象に、声掛け、安否確認、話し相手、
ごみ出し、外出支援等の友愛活動に取り組んできました。

１　市町老連は、速やかに市町行政の対応計画を把握し、首長や担当者に老人クラブの
事業（活動）について説明し、新地域支援事業との関連を再認識してもらうようにし
ましょう。

２　老人クラブの事業（活動）が新地域支援事業として認められるよう、市町に積極的
に働きかけましょう。

老人クラブ・高齢者が介護予防・生活支援の担い手に
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私
た
ち
下
上
菊
寿
会
連
合
会
は
４
単
位
ク
ラ
ブ
で
構

成
し
て
い
ま
す
。
昭
和
48
年
の
発
足
以
来
、
多
彩

な
行
事
を
行
い
、
会
員
の
融
和
を
図
り
、
共
に
支
え
合

い
な
が
ら
、
地
域
の
団
体
や
組
織
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
、

安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

■
小
学
生
の
見
守
り
・
ふ
れ
あ
い
活
動

　
私
た
ち
会
員
は
、
下
校
時
の
見
守
り
を
し
て
い
ま
す
。

毎
日
、
下
校
路
の
10
数
箇
所
に
立
ち
、
子
供
た
ち
と
「
お

か
え
り
」「
あ
り
が
と
う
」
の
挨
拶
を
交
わ
し
な
が
ら
、

安
全
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
内
50
数
箇
所
に
「
こ
ど
も
１
１
０
番
の

家
」
が
あ
り
、た
く
さ
ん
の
会
員
が
“
の
ぼ
り
”
を
立
て
、

見
守
り
を
し
て
い
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
活
動
と
し
て
は
、
学
年
に
よ
り
昔
の
遊
び

や
さ
つ
ま
芋
作
り
、
お
釜
で
の
炊
飯
体
験
、
安
全
マ
ッ

プ
作
り
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
週
１
回
、
公
民
館
で
開
催
さ
れ
る
「
放
課
後
子
ど

も
教
室
・
き
く
が
ワ
ハ
ハ
ク
ラ
ブ
」（
小
学
生
対
象
・
約

50
人
）
で
は
、
教
育
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
の
一
員
と
し
て

お
手
伝
い
を
し
な
が
ら
、
子
供
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
を

周
南
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

下
上
菊
寿
会
連
合
会　

理
事　

内
田　

昭
郎

「
み
ん
な
で
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
！
友
愛
活
動
！
」

　
平
成
28
年
２
月
19
日
（
金
）、
山
口
県
社
会
福
祉
会
館
大
ホ
ー
ル
に
て
、
市
町
老
連
の
高
齢
者
相
互
支
援
活
動
リ
ー
ダ
ー
及
び
友
愛
活
動
訪
問
員

の
54
人
が
参
加
し
、
高
齢
者
相
互
支
援
活
動
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
友
愛
活
動
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
た
だ
い
た
周
南
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
下
上
菊
寿
会
連
合
会
の
見
守
り
・
ふ
れ
あ
い
活
動
を
本
号
で
紹
介
し
ま
す
。

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

本
部
の
「
周
南
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
輝
き
ク
ラ

ブ
周
南
）」
で
も
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
支
え
合
い
事
業
の

最
重
要
事
項
と
し
て
「
見
守
り
」
を
取
り
組
む
こ
と
に

し
て
お
り
、
平
成

27
年
度
は
「
小
学

生
の
登
下
校
時
見

守
り
」
事
業
部
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

私
は
「
見
守
り
」

事
業
部
の
委
員
長

と
し
て
、
微
力
な

が
ら
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

■
高
齢
者
の
見
守
り
・
ふ
れ
あ
い
活
動

　
私
た
ち
会
員
は
、
民
生
委
員
、
福
祉
員
、
も
や
い
ネ
ッ

ト
菊
川
地
区
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、

自
主
防
災
組
織
、
18
の
自
治
会
と
一
緒
に
地
域
全
体
で

高
齢
者
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
５
月
に
民
生
委
員
が
、「
65
歳
以
上
一
人
暮
ら
し

の
方
」
と
「
75
歳
以
上
二
人
暮
ら
し
世
帯
」
を
訪
問
し
、

健
康
状
態
や
非
常
時
の
連
絡
先
な
ど
10
数
項
目
の
聞
き

取
り
調
査
を
し
ま
す
。
私
た
ち
会
員
は
そ
れ
ら
の
情
報

を
共
有
し
、
参
考
に
し
な
が
ら
見
守
り
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

日
頃
の
健
康
状
態
や
行
動
等
を
見
て
、
定
期
的
に
訪

問
見
守
り
を
し
た
ほ
う
が
良
い
と
思
わ
れ
る
高
齢
者
を

「
訪
問
対
象
者
」
と
し
、
月
に
数
回
、
戸
別
訪
問
を
し

て
い
ま
す
。
世

間
話
や
困
っ
て

い
る
こ
と
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
話

を
し
た
り
聞
い

た
り
し
な
が
ら
、

ふ
れ
あ
い
と
安

否
確
認
を
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
会
員

は
、
民
生
委
員
が

実
施
し
て
い
る

70
歳
以
上
一
人

地域の概況

人口　5,676 人
高齢者数（65 歳以上）　1,320 人
高齢化率　23％
老人クラブ会員数　210 人
友愛活動開始年度　昭和 48 年度

▲小学生とのふれあい活動：さつま芋作り

▲下上菊寿会連合会の皆さん
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老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
実
践
項
目
に
友
愛
訪
問
活
動
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
根
底
と
な
る
の
は
お
互
い
に

社
会
を
愛
し
、
友
を
思
い
や
る
人
の
心
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　
あ
る
集
落
で
、
高
齢
者
の
単
独
世
帯
宅
の
新
聞
受
け

に
新
聞
が
二
日
分
た
ま
っ
て
い
る
の
に
気
づ
い
て
近
所

の
人
と
訪
問
し
て
み
る
と
、「
足
が
立
た
な
く
て
二
日

間
寝
た
き
り
で
い
た
。」
と
の
こ
と
で
し
た
。
す
ぐ
子

供
さ
ん
に
連
絡
を
し
、事
な
き
を
得
た
と
聞
き
ま
し
た
。

本
当
に
素
晴
ら
し
い
隣
人
愛
、
社
会
を
思
う
心
と
思

い
ま
す
。

　
あ
る
哲
学
者
の
有
名
な
論
文
の
一
節
に
、「
国
を
失
い

家
を
滅
せ
ば
何
れ
の
所
に
か
世
を
遁
れ
ん
」
う
ん
ぬ
ん

と
あ
り
ま
す
。
こ
の
一
節
を
要
約
す
れ
ば
、「
国
が
無
く

な
り
家
が
無
く
な
れ
ば
ど
こ
で
生
き
て
い
く
の
か
、
自

分
の
幸
せ
を
願
わ
ば
今
い
る
社
会
と
と
も
に
幸
せ
に
な

り
な
さ
い
。」
と
。
私
た
ち
は
と
も
す
れ
ば
、「
現
役
を

退
い
た
か
ら
気
ま
ま
に
生
き
た
い
。」
と
思
い
が
ち
で
す

▲山口市老人クラブ連合会山口支部の皆さん

山
口
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　

会
長　

藤
村　

勉

人
の
た
め
に
灯
を
と
も
せ
ば
、

　
　
　
　

 
我
が
ま
え
あ
き
ら
か
な
る
が
如
し

が
、
今
問
題
に
な
っ
て
い
る
認
知
症
も
ホ
ッ
と
し
た
心

の
隙
に
入
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
で
す
。

　

社
会
あ
っ
て
の
自
分
で
す
。
み
ん
な
が
助
け
合
っ
て

の
私
で
す
。
お
互
い
に
心
と
心
を
開
き
合
い
、
楽
し
く

付
き
合
え
ば
社
会
を
明
る
く
す
る
こ
と
も
で
き
、
朗
ら

か
に
生
き
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。
山
口
市
は
昨
年
、

健
康
都
市
宣
言
を
し
ま
し
た
。
健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う

と
。
ま
た
、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
１
０
０
万

人
会
員
増
強
運
動
を
実
施
中
で
す
。
山
口
県
で
も
１
万

人
会
員
増
強
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
目

標
も
私
た
ち
の
社
会
に
対
す
る
貢
献
の
目
標
だ
と
思
い

ま
す
。
各
人
が
主
体
者
の
自
覚
を
も
っ
て
、
一
人
が

１
０
０
歩
前
進
す
る
よ
り
も
、
１
０
０
人
が
一
歩
前
進

す
れ
ば
、
組
織
の
活
性
化
が
図
れ
る
と
と
も
に
楽
し
い

社
会
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の

老
人
ク
ラ
ブ
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
お
互
い
が
支
え

合
い
明
る
い
社
会
づ
く
り
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。

暮
ら
し
の
方
へ
の
お
弁
当
配
り
（
年
２
回
）
の
お
手

伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
お
弁
当
を
渡
す
と
き
、
顔
を
見

な
が
ら
ち
ょ
っ
と
し
た
ふ
れ
あ
い
と
安
否
確
認
を
し
て

い
ま
す
。

　

私
個
人
の
見
守
り
活
動
と
い
え
ば
、
外
出
の
機
会
に

自
転
車
で
見
守
り
対
象
者
の
家
の
外
周
り
や
洗
濯
物
、

郵
便
・
新
聞
受
け
な
ど
を
見
な
が
ら
、「
異
常
は
な
い
だ

ろ
う
か
？
」
と
気
に
か
け
、
お
ら
れ
れ
ば
「
元
気
か
い

ね
？
お
変
わ
り
な
い
か
ね
？
」
と
声
を
か
け
、
目
配
り
、

気
配
り
の
安
否
確
認
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
会
員
は
、
地
域
の
全
家
庭
に
配

ら
れ
て
い
る
標
語
『
あ
い
さ
つ
は
心
を
つ
な
ぐ
第
一
歩
』

を
心
に
刻
み
、
地
域
の
行
事
や
活
動
に
積
極
的
に
参
加

し
、
お
手
伝
い
を
し
な
が
ら
、
会
員
相
互
の
親
交
を
深

め
合
う
と
共
に
、
み
ん
な
で
助
け
合
い
、
安
全
・
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の
一
端
を
担
え
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。
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「
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
が
一
人
暮
ら
し
や
高
齢
家
族
を
見
守

る
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
仲
間
意
識
も
高
ま
り
、

町
内
の
人
達
へ
の
ア
ピ
ー
ル
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

支
え
合
い
の
土
壌
が
少
し
ず
つ
出
来
て
く
る
と
思
い
ま

す
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

■
分
散
会

　
「
加
入
促
進
に
つ
な
が
る
活
動
」「
地
域
支
え
合
い
に

つ
な
が
る
活
動
」
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
４
人
１
組
の

小
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ど
ん
な
活
動
が
加
入
促
進
に
つ
な
が
る
か
、
い
く
つ

に
な
っ
て
も
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く

住
み
続
け
て
い
く
た
め
に
ど
ん
な
支
え
合
い
が
必
要
か
、

老
人
ク
ラ
ブ
は
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
か
な
ど
に
つ
い

て
、
日
頃
の
取
組
を
持
ち
寄
り
、
意
見
を
出
し
合
い
ま

し
た
。

　

全
て
の
日
程
が
終
了
し
、
閉
会
行
事
の
挨
拶
で
全
国

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
齊
藤
秀
樹
常
務
理
事
が
「
会
員
増

強
運
動
、
新
地
域
支
援
事
業
に
向
け
た
行
動
提
案
、
高

齢
消
費
者
被
害
防
止
の

取
組
、
い
ず
れ
に
お
い

て
も
女
性
の
活
躍
が
成

功
の
カ
ギ
を
握
っ
て
い

る
の
で
、
女
性
リ
ー

ダ
ー
に
は
そ
の
中
心
と

な
っ
て
活
躍
し
て
ほ
し

い
」
と
期
待
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

▲全国から125人が参加

第
27
回
老
人
ク
ラ
ブ
女
性
リ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て

　
平
成
27
年
11
月
19
・
20
日
、
東
京
都
の
全
社
協
会
議
室
に
て
、「
示
そ
う
！
女
性
パ
ワ
ー
」
を
テ
ー
マ
に
第
27
回
老
人

ク
ラ
ブ
女
性
リ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
、
山
口
県
か
ら
は
女
性
委
員
会
の
田
中
多
雅
子
書
記
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
全
老
連
の
基
調
報
告
に
次
い
で
、
全
国
運
動
で
取
り
組
ん
で
い
る
「
会
員
増
強
」
と
新
地
域
支
援

事
業
の
行
動
提
案
に
つ
な
が
る
「
地
域
支
え
合
い
」
に
つ
い
て
事
例
発
表
と
分
散
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
齊
藤
秀
樹
常
務
理
事
の
基
調
報
告

　

会
員
増
強
運
動
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
運
動
１
年
目

の
平
成
26
年
度
は
、
全
国
で
19
万
人
増
加
の
目
標
に
対

し
て
、
残
念
な
が
ら
17
・
２
万
人
の
減
少
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
都
道
府
県
・
指
定
都
市
別
の
状
況
で
は
、

独
自
目
標
を
達
成
し
た
県
は
な
く
、
会
員
が
増
加
し
た

の
は
神
戸
市
だ
け
で
し
た
。

　

平
成
27
年
度
以
降
は
初
年
度
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、

単
位
ク
ラ
ブ
は
前
年
度
の
会
員
数
よ
り
１
人
増
の
加
入

に
努
力
す
る
こ
と
や
、
解
散
ク
ラ
ブ
の
防
止
、
未
結
成

地
域
は
新
規
ク
ラ
ブ
の
立
ち
上
げ
を
め
ざ
す
こ
と
な
ど

目
標
達
成
に
向
け
た
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
新
地
域
支
援
事
業
に
向
け
て
の
行
動
提
案
と

し
て
、
要
支
援
者
へ
の
対
応
は
市
町
村
と
の
協
働
か
ら

取
り
組
み
始
め
、
老
人
ク
ラ
ブ
は
積
極
的
に
「
協
議
体
」

に
参
画
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

山
口
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 
女
性
委
員
会
書
記

長
門
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

副
会
長
・
女
性
委
員
会
会
長

田　
中　
多
雅
子

■
事
例
発
表

◎
会
員
増
強
に
つ
な
が
る
活
動

　
「
女
性
会
長
の
会
で
女
性
の
参
画
を
推
進
し
よ
う
」
と

題
し
て
、
神
戸
市
兵
庫
区
老
連
副
会
長
・
女
性
部
長
の

頼
廣
安
子
さ
ん
が
会
員
増
強
に
つ
な
が
る
活
動
に
つ
い

て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

区
老
連
会
長
に
よ
る
自
治
会
へ
の
地
道
な
働
き
か
け

に
よ
り
、
自
治
会
が
そ
の
ま
ま
老
人
ク
ラ
ブ
を
結
成
し

た
事
例
や
「
女
性
会
長
の
会
」
を
立
ち
上
げ
、
女
性
の

参
画
を
推
進
し
て
い
る
事
例
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

「
女
性
会
長
の
会
」
の
利
点
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
情
報
交

換
を
し
な
が
ら
情
報
収
集
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
問
題
解

決
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

◎
地
域
支
え
合
い
に
つ
な
が
る
活
動

　
「
ご
近
所
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
へ
の
参
加
」
と
題

し
て
、
福
井
県
鯖
江
市
老
連
副
会
長
・
女
性
部
長
の
藤

本
澄
子
さ
ん
が
地
域
支
え
合
い
に
つ
な
が
る
活
動
に
つ

い
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

鯖
江
市
で
は
、
地
域
に
お
け
る
日
頃
の
付
き
合
い
の

中
で
、
無
理
な
く
見
守
る
「
ご
近
所
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
活
動
の
担

い
手
の
中
に
は
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

報告
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老
人
ク
ラ
ブ
国
庫
補
助
金
と
予
算
の
動
向
に
つ
い
て

平
成
28
年
度
事
業
計
画
・
概
算
予
算
に
つ
い
て

　

老
人
ク
ラ
ブ
国
庫
補
助
金
の
予
算
額
は
、
財
政
構
造
改

革
や
地
方
分
権
の
流
れ
に
よ
り
削
減
傾
向
に
あ
り
ま
し
た

が
、
近
年
の
削
減
は
未
執
行
に
よ
る
影
響
が
大
き
い
よ
う

で
す
。

　

補
助
金
の
対
象
事
業
は
多
種
あ
り
ま
す
の
で
、
老
人
ク

ラ
ブ
事
業
や
新
地
域
支
援
事
業
に
向
け
た
取
組
と
し
て
も

積
極
的
に
活
用
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

１　
全
国
運
動
の
推
進

⑴
老
人
ク
ラ
ブ
「
１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動
」（
３
年
目
）

の
取
組

　
今
後
の
取
組
に
向
け
て
、

　
　
ア　
単
位
ク
ラ
ブ
は
ま
ず
は
あ
と
一
人
の
加
入
増
を
！

　
　
イ　
解
散
ク
ラ
ブ
の
防
止
を
！

　
　
ウ　
未
結
成
地
域
に
新
規
ク
ラ
ブ
の
立
ち
上
げ
を
！

⑵
新
地
域
支
援
事
業
へ
の
取
組

　

老
人
ク
ラ
ブ
と
し
て
「
協
議
体
」
へ
参
画
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

⑶
高
齢
消
費
者
被
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
推
進

　
平
成
28
年
度
が
最
終
年
（
３
年
目
）
の
取
組
に
な
り
ま
す
。

平
成
27
年
度
都
道
府
県
・
指
定
都
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
務
局
長
会
議
の
概
況
報
告
（
中
央
情
勢
）

２　
平
成
28
年
度
全
老
連
主
要
事
業
に
つ
い
て

⑴
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
、
地
域
文
化
伝
承
館
の
開
催

　
　
ア　
第
45
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

　
　
　
　
平
成
28
年
11
月
９
日
㈬
～
10
日
㈭
、
富
山
県

　
　
イ　
全
国
健
康
福
祉
祭
26
回
「
地
域
文
化
伝
承
館
」

　
　
　
　
平
成
28
年
10
月
15
日
㈯
～
17
日
㈪
、
長
崎
県

⑵
表
彰
、
活
動
賞
の
変
更
に
つ
い
て

　
　
ア　
表　
彰
…
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
の
実
施
年
の
短
縮

　
　
　
　
　
　
　
　
10
年
ご
と⇒

５
年
ご
と

（
平
成
29
年
度
該
当
）

　
　
イ　
活
動
賞
…
部
門
区
分
の
変
更
、
推
薦
定
数
の
整
理

⑶
友
愛
活
動
セ
ミ
ナ
ー
参
加
対
象
者
の
変
更
に
つ
い
て

　
　
「
在
宅
福
祉
を
支
え
る
友
愛
活
動
」
を
実
践
し
、
市

区
町
村
老
連
に
お
い
て
活
動
の
推
進
に
あ
た
っ
て
い
る

リ
ー
ダ
ー⇒
新
地
域
支
援
事
業
（
新
し
い
介
護
予
防
・

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
）
に
参
画
し
て
い
る
、
ま
た

は
参
画
を
検
討
し
て
い
る
市
区
町
村
老
連
の
リ
ー
ダ
ー

　
　

事
務
局
は
、
友
愛
活
動
担
当
者⇒

新
地
域
支
援
事
業

担
当
者

⑷
老
人
ク
ラ
ブ
保
険
に
つ
い
て

　
　

セ
ミ
ナ
ー
等
の
参
加
者
に
お
い
て
も
、
ぜ
ひ
老
人
ク

ラ
ブ
保
険
の
加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
な
お
、
老
人
ク
ラ
ブ
保
険
の
う
ち
「
賠
償
責
任
保
険
」

は
、
厚
労
省
通
知
で
老
人
ク
ラ
ブ
補
助
金
の
活
用
が
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
各
市
町
老
連
及
び
単
位
ク
ラ
ブ
の

皆
様
に
加
入
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

平成 26 年度老人クラブ「100 万人会員増強運動」
会員増強市区町村老連　事例アンケートの概要

※提出状況　153 市区町村老連

○新規会員の状況
　年齢別　高年会員 63％　若手会員 37%
　男女別　男性会員 50%　女性会員 50%

○クラブ数の増減
　クラブ数の増　159 クラブ
　　　　　　　　 （新設 102、復活 57）
　クラブ数の減　  77 クラブ
　　　　　　　　 （休会 26、解散 51）

○会員増強に係る体制…体制あり 90 老連
　部会・委員会　70 老連
　　　　　　　　…「会員増強」29 老連
　担当者　　　　63 老連

○「キーパーソン」は誰か
　単位クラブにいる　　28 老連
　　　　　　　　　　　 …「会長」24 老連
　市区町村老連にいる　105 老連
　　　　　　　　　　　 …「会長」67 老連
　その他　11 老連…地域高齢者、校区会長、
　　　　　　　　　 行政、社協、自治会長等

○「会員増加のポイント」「効果をあげた取組」
　声かけ、戸別訪問　　　　　　　63 老連
　活動による勧誘、新行事の実施　60 老連
　クラブ新設、解散防止　　　　　55 老連
　広報・ＰＲ活動　　　　　　　　39 老連
　自治会の協力、連携　　　　　　37 老連
　女性委員会、女性の取組　　　　13 老連

ぜひ、会員増強の
参考にしてください。

※
参
考
：
平
成
27
年
度
都
道
府
県
・
指
定
都
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局
長
会
議
資
料
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Ⅰ　
事
業
方
針

　
今
日
、「
団
塊
の
世
代
」が
す
べ
て
75
歳
を
迎
え
る
平
成
37
年
度
ま
で
に
、

国
及
び
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
、で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

継
続
し
て
自
分
ら
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、
介
護
・
医
療
・
住
ま
い
・
生
活
支
援
・
介
護
予
防
が
一
体
的
に
提
供

さ
れ
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
を
実
現
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
を
送
る
高
齢
者
の
多
様
な

生
活
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
仕
組
み
を
作
り
、「
公
助
」「
共
助
」
だ
け
で

な
く
、「
自
助
」
を
基
本
と
し
つ
つ
、
多
様
な
主
体
と
自
治
体
が
協
働
し

な
が
ら
地
域
全
体
を
支
え
合
う
「
互
助
」
の
体
制
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と

が
非
常
に
重
要
で
す
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
こ
れ
ま
で
に
友
愛
活
動
と
し
て
高
齢
者
を
主
体
と
す

る
介
護
予
防
と
相
互
の
生
活
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
で
も
、
同

じ
地
域
の
高
齢
者
同
士
が
声
を
掛
け
合
い
、
暮
ら
し
を
助
け
合
い
な
が
ら

地
域
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
、
生
き
が
い
づ
く
り
の
活
動

や
孤
立
の
防
止
、
子
供
の
見
守
り
活
動
な
ど
、
地
域
の
安
心
・
安
全
な
社

会
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
「
一
億
総
活
躍
社
会
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、
積
極
的
に
社
会
に

参
加
し
、
地
域
や
学
校
関
係
者
と
の
連
携
で
世
代
間
交
流
を
行
い
な
が
ら
高

齢
者
が
高
齢
者
を
支
え
る
地
域
（
ま
ち
）
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
は
「
新
地
域
支
援
事
業
」
の
中
で
地
域
の
高
齢

者
の
見
守
り
や
サ
ロ
ン
等
多
様
な
通
い
の
場
づ
く
り
、
安
否
確
認
等
の
多

様
な
生
活
支
援
と
い
う
社
会
的
な
要
請
に
応
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
老
人
ク
ラ
ブ
と
し
て
こ
れ
ま
で
の
友
愛
活
動
と
い
う
経
験
を
生
か
し

な
が
ら
こ
れ
を
事
業
化
し
、
よ
り
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
や
多
様
な
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
行
う
こ
と
も
可
能
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
老
人
ク
ラ
ブ

の
事
業
（
活
動
）
が
「
新
地
域
支
援
事
業
」
と
し
て
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
、

市
町
へ
積
極
的
に
働
き
か
け
る
こ
と
が
大
変
重
要
で
す
。

　
ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
が
「
新
地
域
支
援
事
業
」
に
向
け
た
協
議
体
の
一
員

～
高
齢
者
が
高
齢
者
を
支
え
る
地
域（
ま
ち
）づ
く
り
を
め
ざ
し
て
～

平
成
28
年
度
一
般
財
団
法
人 

山
口
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

事
業
計
画

と
し
て
、
会
員
の
み
な
ら
ず
地
域
の
高
齢
者
に
よ
る
支
援
の
輪
を
広
げ
る
こ

と
は
、
会
員
増
強
運
動
の
成
果
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
、
昨
年
10
月
の
第
25
回
全
国
健
康
福
祉
祭
地
域
文
化
伝
承
館
開

館
を
契
機
と
し
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
、
生
き
が
い
活
動
を
よ
り
一
層
促

進
す
る
た
め
市
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
協
働
、連
携
を
図
り
な
が
ら「
文

化
活
動
交
流
会
」
を
実
施
し
、
地
域
の
中
核
と
し
て
さ
ら
に
存
在
意
義
を

高
め
る
た
め
、
次
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

Ⅱ　
重
点
事
業

１　
「
山
口
県
１
万
人
会
員
増
強
運
動
」
の
推
進
と
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の

活
性
化
促
進

２　
「
新
地
域
支
援
事
業
」
へ
の
参
画
推
進

Ⅲ　
山
口
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

主
要
事
業

◎
会
員
増
強
を
推
進
し
な
が
ら
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
の
促
進
と
社
会
貢

献
活
動
、
世
代
間
交
流
に
向
け
た
事
業
活
動
の
活
性
化
を
図
る
。

１　
高
齢
者
の
生
き
が
い
や
健
康
づ
く
り
、
介
護
予
防
活
動
を
推
進
す
る
事
業

⑴
健
康
長
寿
・
地
域
支
援
生
涯
現
役
パ
ワ
ー
促
進
事
業
（
赤
い
羽
根
共

同
募
金
事
業
）

⑵
県
版
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
開
催
事
業　
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
「
地
域

文
化
伝
承
館
」
の
継
承　
「
文
化
活
動
交
流
会
」
の
開
催
（
市
町
老

連
文
化
祭
等
と
合
同
）

２　
地
域
貢
献
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
を
豊
か
に

す
る
事
業

⑴
社
会
貢
献
活
動
（
各
市
町
老
人
ク
ラ
ブ
、
単
位
ク
ラ
ブ
で
地
域
貢
献

活
動
・
友
愛
活
動
・
清
掃
活
動
等
）

３　
高
齢
者
の
地
域
に
お
け
る
見
守
り
支
え
合
い
、
地
域
の
安
心
・
安
全

に
資
す
る
事
業

⑴
高
齢
者
相
互
支
援
活
動
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催　
平
成
29
年
２
月
開
催

⑵
「
新
地
域
支
援
事
業
」
へ
向
け
て
の
取
組
支
援

４　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
の
連
携
等
、
世
代
間
交
流
に
向
け
た
取
組

⑴
シ
ニ
ア
の
社
会
貢
献
活
動
を
推
進

⑵
学
校
関
係
者
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
活
動
を
実
践
し
、
そ
の
成
果

を
各
市
町
へ
情
報
提
供

５　
前
各
号
を
普
及
啓
発
す
る
た
め
の
調
査
研
究
、
各
種
会
議
の
開
催
、

広
報
誌
の
発
行

⑴
調
査
研
究
事
業

①
市
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
会
員
増
強
運
動
計
画
に
対
す
る
進

捗
調
査
の
実
施

②
市
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
新
地
域
支
援
事
業
に
向
け
た
参
画

状
況
の
確
認

③
県
老
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
各
地
の
活
動
内
容
調
査
の
実
施

⑵
会
議
・
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
事
業

①
山
口
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
関
係

○
女
性
委
員
会　
　
期
日　
６
月
中
旬　
場
所　
山
口
市

○
市
町
老
連
運
営
研
究
協
議
会
（
部
会
報
告
）
の
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
期
日　
９
月
下
旬　
場
所　
山
口
市

○
市
町
老
連
会
長
・
女
性
部
長
・
事
務
局
連
絡
会
議
の
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
期
日　
３
月
中
旬　
場
所　
山
口
市

○
地
域
支
え
合
い
高
齢
者
相
互
支
援
活
動
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
期
日　

２
月
中
旬　
場
所　
山
口
市

②
「
文
化
活
動
交
流
会
」
の
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
期
日　
11
月
上
旬　
場
所　
宇
部
市

⑶
高
齢
者
地
域
活
動
活
性
化
広
報
事
業
（
共
同
募
金
事
業
）

○
広
報
誌
「
元
気
と
笑
顔
を
発
信
！
き
ら
ら
シ
ニ
ア
山
口
」
の
発

行
（
年
２
回
）

○
単
位
ク
ラ
ブ
、
市
町
老
連
、
都
道
府
県・指
定
都
市
老
連
、
大
学
、

各
関
係
機
関
、
団
体
、
地
域
（
一
般
高
齢
者
）
等
へ
配
布

６　
老
人
ク
ラ
ブ
の
育
成
指
導
及
び
連
絡
調
整

⑴
各
老
人
ク
ラ
ブ
共
通
の
支
援
事
業

～
高
齢
者
が
高
齢
者
を
支
え
る
地
域
（
ま
ち
）

　
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
～
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①
平
成
28
年
度 「
活
動
賞
」
の
推
薦

　
　
他
の
参
考
と
な
る
活
動
を
先
進
的
に
実
施
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
・

老
連
に
対
し
て
、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
「
活
動
賞
」
を

設
置
し
、
活
動
事
例
の
発
掘
・
紹
介
を
し
て
い
く
。

　
　

次
の
活
動
で
あ
っ
て
、
取
組
内
容
や
創
意
工
夫
が
評
価
で
き

る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
対
象
）
…
単
位
ク
ラ
ブ
又
は
地
区
老
連
、
市
町
老
連

（
推
薦
）
…
都
道
府
県
老
連
が
推
薦
…
３
団
体
以
内

（
内
容
） 

…
ア
健
康
づ
く
り
活
動

○
地
域
の
高
齢
者
に
向
け
て
の
健
康
づ
く
り
・
介
護

予
防
に
つ
な
が
る
活
動

イ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

○
地
域
に
お
け
る
支
え
合
い
活
動
や
奉
仕
活
動
、
地

域
（
子
供
）
見
守
り
活
動
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動

ウ
そ
の
他
の
活
動

○
世
代
間
交
流
活
動
や
伝
承
活
動
、
安
心
・
安
全
の

ま
ち
づ
く
り
活
動
等
、
右
記
２
分
野
に
あ
て
は
ま

ら
な
い
活
動

②
表
彰
・
弔
慰
等
事
業

ア
山
口
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
表
彰
規
程
に
基
づ
き
表
彰
す
る
。

○
特
別
功
労
者
、一
般
功
労
者
、優
良
老
人
ク
ラ
ブ
、協
助
者
、

村
お
こ
し
町
お
こ
し
運
動
推
進
模
範
会
員
、
会
員
増
強
運

動
特
別
賞

○
表
彰
は
第
66
回
山
口
県
総
合
社
会
福
祉
大
会
に
お
い
て

行
う
。

　
　
期
日 

10
月
27
日
㈭　
場
所　
山
口
市
民
会
館

イ
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
表
彰
規
程
に
よ
る
表
彰
候
補
者

を
推
薦
す
る
。

○
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者
、
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
、
優
良
郡
市

区
町
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
永
年
勤
続
功
労
者
の
推
薦

○
表
彰
は
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
に
お
い
て
行
う
。

　
　
期
日 

11
月
９
日
㈬
～
10
日
㈭　
場
所　
富
山
県

ウ
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
「
１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動

特
別
賞
」
に
よ
る
表
彰
候
補
の
老
人
ク
ラ
ブ
を
推
薦
す
る
。

○
「
１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動
」
に
お
け
る
年
次
（
又
は

最
終
）
目
標
を
達
成
し
た
市
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
１
団
体
）
及
び
単
位
ク
ラ
ブ
（
３
団
体
）
の
推
薦

○
実
施
年
度
は
平
成
27
年
～
31
年
度
の
５
年
間
。

③
山
口
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
弔
慰
規
程
に
よ
り
弔
慰
を
表
す
。

⑵
各
老
人
ク
ラ
ブ
共
通
の
連
絡
調
整
会
議

①
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
関
係

○
平
成
28
年
度
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
県
・
指
定
都
市
老
連
連
絡
協
議

会
の
開
催

　
　
期
日 

４
月
27
日
㈬
～
28
日
㈭　
場
所 

広
島
県
広
島
市

○
平
成
28
年
度
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
の
開
催

　
　
期
日 

７
月
13
日
㈬
～
14
日
㈭　
場
所 

香
川
県
琴
平
町

②
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
関
係

○
都
道
府
県
・
指
定
都
市
老
連
新
任
事
務
局
長
・
職
員
研
修
会

　
　
期
日 

４
月
21
日
㈭　
場
所 

東
京
都
（
全
社
協
・
会
議
室
）

○
評
議
員
会
へ
の
出
席

　
　
期
日 

６
月
15
日
㈬　
場
所 

東
京
都
（
全
社
協
・
会
議
室
）

　
　
期
日 

３
月
14
日
㈫　
場
所 

東
京
都
（
全
社
協
・
会
議
室
）

○
女
性
代
表
者
会
議
へ
の
出
席

　
　
期
日 

５
月
17
日
㈫　
場
所 

東
京
都
（
全
社
協
・
会
議
室
）

○
都
道
府
県
・
指
定
都
市
老
連
会
長
会
議
へ
の
出
席

　
　
期
日 

12
月
６
日
㈫
～
７
日
㈬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

場
所 

東
京
都
（
全
社
協
・
会
議
室
）

○
都
道
府
県
・
指
定
都
市
老
連
事
務
局
長
会
議
へ
の
出
席

　
　
期
日 
７
月
４
日
㈪
～
５
日
㈫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

場
所 

東
京
都
（
全
社
協
・
会
議
室
）

　
　
期
日 
２
月
８
日
㈬　
場
所 

東
京
都
（
全
社
協
・
会
議
室
）

○
第
34
回
都
道
府
県
・
指
定
都
市
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
中
央

セ
ミ
ナ
ー
へ
の
出
席

　
　
期
日 

６
月
２
日
㈭
～
３
日
㈮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

場
所 
東
京
都
（
全
社
協
・
会
議
室
）

○
都
道
府
県
・
指
定
都
市
老
連
活
動
推
進
担
当
者
セ
ミ
ナ
ー
へ

の
出
席

　
　
期
日 

８
月
８
日
㈪　
場
所 

東
京
都
（
全
社
協
・
会
議
室
）

○
第
14
期
健
康
づ
く
り
中
央
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
出
席

　
　
期
日 

２
月
22
日
㈬
～
24
日
㈮

　
　
　
　
　
　

 

場
所 

神
奈
川
県
（
全
社
協
・
ロ
フ
ォ
ス
湘
南
）

○
第
28
回
女
性
リ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
派
遣

　
　
期
日 

10
月
５
日
㈬
～
６
日
㈭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

場
所 

東
京
都
（
全
社
協
・
会
議
室
）

○
第
22
回
在
宅
福
祉
を
支
え
る
友
愛
活
動
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
派
遣

　
　
期
日 

２
月
15
日
㈬
～
16
日
㈭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

場
所 

東
京
都
（
全
社
協
・
会
議
室
）

③
各
種
大
会
関
係

○
第
45
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
へ
の
参
加

　
　
期
日 

11
月
９
日
㈬
～
10
日
㈭　
場
所 

富
山
県

○
第
66
回
山
口
県
総
合
社
会
福
祉
大
会
の
共
催

　
　
期
日 

10
月
27
日
㈭　
場
所 

山
口
市
民
会
館

○
平
成
28
年
度
山
口
県
健
康
福
祉
祭
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
山
口

２
０
１
６
ス
ポ
ー
ツ
文
化
交
流
大
会
の
共
催

卓
球
、テ
ニ
ス
、ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、ペ
タ
ン
ク
、弓
道
、剣
道
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、ゴ
ル
フ
、囲
碁
、将
棋
、健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
、

マ
ラ
ソ
ン
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ボ
ウ
リ
ン
グ

　
　
期
日 

５
月
11
日
㈬
※
テ
ニ
ス
の
部
を
除
く　
場
所 

山
口
市

　
　
期
日 

５
月
13
日
㈮
※
テ
ニ
ス
の
部　
　
　
　
場
所 

山
口
市

○
平
成
28
年
度
山
口
県
健
康
福
祉
祭
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
山
口

２
０
１
６
美
術
展
の
共
催

　
　
期
間 

６
月
18
日
㈯
～
６
月
20
日
㈪　
場
所 

防
府
市

７　
そ
の
他
こ
の
法
人
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
必
要
な
事
業

⑴
指
導
図
書
や
活
動
教
材
等
の
紹
介
及
び
頒
布
・
斡
旋
の
強
化

○
「
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
日
誌
」、「
老
人
ク
ラ
ブ
会
計
簿
」、「
老
人

ク
ラ
ブ
手
帳
」
等

⑵
老
人
ク
ラ
ブ
傷
害
保
険
・
老
人
ク
ラ
ブ
賠
償
責
任
保
険
加
入
、
老
人

ク
ラ
ブ
会
員
章
の
普
及
拡
大

⑶
「
憩
の
家
」
の
指
定
施
設
の
普
及
拡
大

⑷
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
情
報
提
供
と
広
告
賛
同

企
業
の
獲
得
推
進

⑸
各
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
・
協
働

　
　
高
齢
者
福
祉
の
推
進
や
生
涯
現
役
社
会
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
介

護
予
防
、
交
通
安
全
、
地
域
安
全
関
連
等
の
関
係
機
関
、
関
係
団

体
と
の
連
携
・
協
働
に
努
め
る
。

①
山
口
県
社
会
福
祉
審
議
会

②
山
口
県
高
齢
者
保
健
福
祉
推
進
会
議

③
山
口
県
医
療
審
議
会

④
山
口
県
高
齢
者
医
療
懇
話
会
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⑤
健
康
や
ま
ぐ
ち
21
推
進
協
議
会

⑥
交
通
安
全
山
口
県
対
策
協
議
会

⑦
山
口
県
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会

⑧
山
口
県
学
校
等
安
全
連
絡
協
議
会

⑨
や
ま
ぐ
ち
犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

⑩
み
ん
な
が
利
用
し
た
く
な
る
生
活
交
通
推
進
会
議

⑪
山
口
県
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
推
進
協
議
会

⑫
や
ま
ぐ
ち
食
の
安
心
・
安
全
推
進
協
議
会

⑬
山
口
県
道
路
懇
談
会

⑭
山
口
県
社
会
福
祉
協
議
会

⑮
生
涯
現
役
社
会
産
学
公
推
進
協
議
会

⑯
北
方
領
土
返
還
要
求
山
口
県
民
会
議

⑰
そ
の
他
関
係
団
体
と
の
連
携
、
各
種
会
議
へ
の
参
加

８　
組
織
運
営
・
管
理

⑴
一
般
財
団
法
人
と
し
て
の
組
織
基
盤
の
強
化
と
、運
営
管
理
を
行
う
。

ア 

理
事
会
の
開
催 
２
回

イ 

評
議
員
会
の
開
催 

２
回

ウ 

監
査 

１
回

エ 

運
営
委
員
会
の
開
催 

随
時

オ 

シ
ル
バ
ー
基
金
管
理
運
営
委
員
会
の
開
催 

１
回

カ 

表
彰
選
考
委
員
会
の
開
催 

１
回

キ 

女
性
委
員
会
役
員
会
・
委
員
会 

随
時

Ⅳ　
市
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
の
共
通
事
業

◎
山
口
県
内
の
オ
ー
ル
老
人
ク
ラ
ブ
、
オ
ー
ル
会
員
が
一
丸
と
な
っ
て
の

加
入
促
進

１　
新
「
村
お
こ
し
町
お
こ
し
運
動
」
推
進
事
業

⑴
市
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
地
域
高
齢
者
と
と
も
に
展
開
す
る
活
動

を
支
援
す
る

①
暮
ら
し
支
え
合
い
、
見
守
り
友
愛
活
動
の
推
進

②
一
般
高
齢
者
へ
の
参
加
啓
発
促
進
、
会
員
増
強

③
健
康
づ
く
り
、
介
護
予
防
活
動
の
推
進

④
女
性
、
若
手
リ
ー
ダ
ー
の
人
財
養
成

⑵
事
業
内
容

ア 

地
域
づ
く
り
参
加
活
動
の
推
進

①
小
地
域
の
活
性
化
促
進
を
図
る
活
動
の
展
開

○
伝
統
、
地
域
文
化
の
伝
承
活
動
の
普
及

②
地
域
安
全
・
安
心
の
支
援
活
動
の
推
進
強
化

○
悪
質
商
法
、
振
り
込
め
詐
欺
、
万
引
き
等
へ
の
防
止
・
啓
発

○
山
口
県
、
山
口
県
警
察
本
部
等
、
各
関
係
機
関
と
の
連
携

○
災
害
等
救
援
活
動
の
取
組

○
地
域
（
子
供
）
の
見
守
り
活
動
と
交
通
安
全
運
動
の
推
進

③
社
会
貢
献
活
動
の
展
開

○
全
国
一
斉
「
社
会
奉
仕
の
日
」
の
実
践
（
９
月
20
日
）

イ 

仲
間
づ
く
り
活
動
の
推
進

①
会
員
増
強
と
活
性
化
促
進

○
市
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
員
増
強
運
動
の
推
進

○
オ
リ
ジ
ナ
ル
入
会
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成
、
配
布
に
よ
る
加

入
促
進

○
女
性
・
若
手
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
と
地
域
高
齢
者
の
加
入
促
進

○
未
加
入
者
へ
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
体
験
入
会
の
実
施

○
存
在
感
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
組
織
・
ク
ラ
ブ
活
動
の
開
放

○
市
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
や
地
域
老
人
ク
ラ
ブ
の
愛
称
名

の
普
及

○
市
町
老
連
広
報
誌
、
地
域
老
人
ク
ラ
ブ
会
報
の
配
布
、
自

治
会
等
と
の
連
携

②
新
時
代
い
き
い
き
元
気
ク
ラ
ブ
づ
く
り
の
推
進

○
男
女
が
共
同
参
画
す
る
組
織
・
活
動
づ
く
り
の
強
化

○
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
役
員
構
成
の
実
施
（
女
性
・
中
高
年
・

若
手
）

○
リ
ー
ダ
ー
の
後
継
者
確
保
と
育
成

○
女
性
委
員
会
組
織
を
充
実
強
化
し
、
代
表
者
を
役
員
に
登
用

○
次
世
代
育
成
・
後
継
者
育
成
活
動
の
推
進

○
特
色
あ
る
新
し
い
ク
ラ
ブ
づ
く
り
の
展
開

○
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
交
流
活
動
（
サ
ー
ク
ル
活
動
）
の
普
及

啓
発

③
「
新
地
域
支
援
事
業
」
の
推
進

○
小
地
域
で
の
高
齢
者
相
互
の
支
え
合
い
活
動
や
サ
ロ
ン
活

動
の
展
開

○
各
地
域
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
連
携
に
よ
る
友
愛
訪
問
活

動
の
実
践

○
一
声
か
け
運
動
の
展
開

○
高
齢
者
相
互
支
援
推
進
・
啓
発
事
業
の
実
施
（
地
域
支
え

合
い
事
業
）

○
高
齢
者
相
互
支
援
活
動
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
に
よ
る
事
例
発
表

○
転
居
者
を
あ
た
た
か
く
迎
え
る
運
動
の
推
進

ウ 

健
康
な
心
と
か
ら
だ
を
つ
く
る
運
動
の
推
進

①
心
の
健
康
づ
く
り
の
推
進

○
閉
じ
こ
も
り
や
孤
立
を
防
ぐ
活
動
の
展
開

②
か
ら
だ
の
健
康
づ
く
り
の
推
進

○
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
推
進

○
ね
た
き
り
ゼ
ロ
運
動
の
推
進

○
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
の
普
及
促
進

③
各
種
事
故
防
止
の
推
進
強
化

○
交
通
安
全
、
防
災
、
家
庭
内
事
故
の
防
止

④
県
医
師
会
、
県
歯
科
医
師
会
、
県
薬
剤
師
会
等
他
団
体
と
の

連
携
・
協
力

⑤
老
人
ク
ラ
ブ
介
護
予
防
・
健
康
づ
く
り
支
援
事
業

エ 

生
産
活
動
の
推
進
と
自
主
財
源
の
確
保

①
作
業
・
生
産
・
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
の
推
進

○
自
主
生
産
の
開
発
（
手
芸
・
木
工
・
地
産
地
消
の
農
作
物
等
）

○
自
主
財
源
の
確
保
の
た
め
、
道
の
駅
、
Ｊ
Ａ
、
高
齢
者
の

店
等
と
の
連
携

②
能
力
や
技
術
・
技
能
の
保
存
と
社
会
貢
献

オ 

協
働
と
連
携
の
推
進

①
地
域
の
各
関
係
機
関
・
団
体
と
の
協
働
・
連
携

②
世
代
間
交
流
に
よ
る
協
働
・
連
携

２　
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
の
啓
発
と
地
域
安
全
・
安
心
の
支
援
活
動

の
促
進
強
化

⑴
交
通
安
全
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
や
ま
ぐ
ち
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
啓
発
促
進

⑵
全
国
交
通
安
全
運
動
や
交
通
安
全
県
民
運
動
の
啓
発
強
化

⑶
毎
月
１
日
の
県
民
交
通
安
全
の
日
、
毎
月
15
日
の
お
年
寄
り
の
交
通

安
全
日
の
啓
発
促
進

３　
高
齢
者
福
祉
推
進
事
業

⑴
敬
老
の
日
、｢

老
人
の
日
（
９
月
15
日
）・
老
人
週
間
（
９
月
15
日
～

21
日
）」
の
推
進

⑵｢

健
康
福
祉
月
間
（
10
月
）」、「
生
涯
現
役
社
会
づ
く
り
推
進
月
間

（
10
月
）」
の
推
進

⑶
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
の
推
進
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勘　定　科　目 28 年度予算額 前年度予算額 増　減 摘　　要
Ⅰ　事業活動収支の部
１. 事業活動収入
⑴ 基本財産運用収入 200 200 0
　 基本財産利息収入 200 200 0
⑵ 特定資産運用収入 1,068,000 1,085,000 -17,000
　 特定資産利息収入 1,068,000 1,085,000 -17,000 シルバー基金利子収入
⑶ 参加費収入 120,000 234,000 -114,000
　 参加費収入 120,000 234,000 -114,000 研修会等参加費
⑷ 会費収入 5,788,500 5,788,500 0
　 会費収入 5,788,500 5,788,500 0 100 円× 57,885 人
⑸ 事業収入 462,300 371,500 90,800
　 事業収入 462,300 371,500 90,800 傷害保険広告料、図書等斡旋手数料等
⑹ 助成金収入 2,000 12,000 -10,000
　 全老連助成金収入 0 0 0
　 会員章拠金収入 2,000 12,000 -10,000
⑺ 補助金等収入 7,704,000 21,072,000 -13,368,000
　 事業運営費補助金収入 924,000 924,000 0
　 活動推進員設置補助金収入 4,068,000 4,068,000 0
　 高齢者相互支援推進啓発補助金収入 80,000 80,000 0
　 地域文化伝承館開催事業補助金収入 0 16,000,000 -16,000,000
　 文化活動交流会開催事業補助金収入 1,459,000 0 1,459,000 新規　山口県版地域文化伝承館の開催
　 シニア社会貢献活動推進事業補助金収入 1,173,000 0 1,173,000 新規　世代間交流活動の促進
⑻ 共同募金配分金収入 620,000 460,000 160,000 高齢者地域活動広報啓発事業

健康長寿・地域支援生涯現役パワー促進事業　 共同募金配分金収入 620,000 460,000 160,000
⑼ 寄附金収入 100,000 20,000 80,000
　 寄附金収入 100,000 20,000 80,000
⑽ 雑収入 1,800 1,800 0
　 受取利息収入 800 800 0
　 雑収入 1,000 1,000 0
事業活動収入計 15,866,800 29,045,000 -13,178,200

２. 事業活動支出
⑴ 事業費支出（継続事業） 7,923,900 6,747,200 1,176,700 育成事業

村おこし町おこし運動推進事業
共通事業

　 諸謝金支出 10,000 10,000 0
　 旅費交通費支出 430,000 149,000 281,000
　 通信運搬費支出 148,000 7,000 141,000
　 印刷製本費支出 696,000 382,300 313,700
　 賃借料支出 346,000 155,000 191,000
　 負担金支出 5,843,400 5,843,400 0
　 雑支出 20,500 20,500 0
　 助成金支出 430,000 180,000 250,000
⑵ その他事業費支出 6,716,400 21,337,143 -14,620,743 調査研究事業

指導者研修事業
福祉増進事業
表彰弔慰事業
広報事業
文化活動交流会開催事業
シニア社会貢献活動推進事業
その他共通事業
各種大会運営事業

　 賃金 0 1,325,743 -1,325,743
　 会議費 0 860,200 -860,200
　 旅費交通費支出 562,000 933,000 -371,000
　 通信運搬費支出 101,000 171,000 -70,000
　 消耗品費支出 0 583,000 -583,000
　 印刷製本費支出 600,000 314,000 286,000
　 賃借料支出 200,000 121,000 79,000
　 業務委託費支出 778,600 10,381,400 -9,602,800
　 租税公課支出 91,900 102,100 -10,200
　 負担金支出 4,058,600 4,058,600 0
　 雑支出 124,300 185,400 -61,100
　 助成金支出 200,000 2,301,700 -2,101,700
⑶ 管理費支出（法人支出） 1,403,000 1,475,000 -72,000 法人運営事業
 　旅費交通費支出 5,000 5,000 0
　 会議費支出 256,000 306,000 -50,000
　 消耗品費支出 0 22,000 -22,000
　 通信運搬費支出 1,000 1,000 0
　 支払負担金支出 1,110,000 1,110,000 0
　 雑支出 21,000 21,000 0
　 租税公課支出 10,000 10,000 0
事業活動支出計 16,043,300 29,559,343 -13,516,043
事業活動収支差額 -176,500 -514,343 337,843
Ⅱ　投資活動収支の部 0 0
１. 投資活動収入 0 0
　  投資活動収入計 0 0
２. 投資活動支出 0 0
　  投資活動支出計 0 0
投資活動収支差額 0 0
Ⅲ　財務活動収支の部 0 0
１. 財務活動収入 0 0
　  財務活動収入計 0 0
２. 財務活動支出 0 0
　  財務活動支出計 0 0
財務活動収支差額 0 0
Ⅳ　予備費支出 0 0
　当期収支差額 -176,500 -514,343 337,843
　前期繰越収支差額 176,500 690,906 -514,406
　次期繰越収支差額 0 176,563 -176,563

平成 28 年度 一般財団法人 山口県老人クラブ連合会 収支予算書
平成 28 年４月１日～平成 29 年３月 31 日まで
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　老人クラブや町内会合等の活動の場を活用して、「高齢者の交通安全５則」と
「シルバードライバー安全３則」の周知を図りましょう。

■高齢者の交通安全５則
①信号をよく確かめて渡る。
②横断歩道を渡る。
③車のすぐ前や後ろからの横断はしない。
④夜間、外に出るときは反射材を身につける。
⑤交差点では止まって安全を確かめる。

■シルバードライバー安全３則
①油断大敵　慣れた道
②交差点　安全確認　二度三度
③今一度　能力自覚　安全走行

情報を伝えて、みんなで

高齢者の詐欺被害を防ぎましょう！

●誰もが被害者の可能性
　・「まさか私のところに電話がかかるなんて」、「私はだいじょうぶ」。
　　振り込め詐欺や悪質商法に対して、多くの人がそう思っています。
　・しかし、年々手口は巧妙になり、誰もが被害者になる可能性があります。

●みんなで防ぐ！
　・情報を伝えることで被害防止につながります。ひとりで防ぐよりみんなで
　　防ぎ、高齢者の詐欺被害防止につなげましょう。

※公益財団法人全国老人クラブ連合会発行のパンフレットより抜粋　　

　山口銀行ＦＰ（えふぴー）事業部では、高齢者の方に向けた相続や遺言についての
勉強会、その他にもさまざまなセミナーを無料で行っていますので、ぜひ御活用く
ださい。

■問い合わせ先 山口銀行　ＦＰ（えふぴー）事業部
 電話（083）223 － 5119
 担当：久保田
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施　設　名 料金（単位 : 円） 備　　　　　　考
（税・サービス料等）住所・電話番号・FAX 区別 休憩入浴 宿　　泊

ホテルかめ福
〒 753-0056
山口市湯田温泉 4 丁目 5-2
電 話　083-922-7000
FAX　083-922-7007

個人 2,300 10,000

サービス料込・税別。

団体 2,100
(16名以上）

9,000
(15名以上）

かんぽの宿 湯田
〒 753-0064
山口市神田町 1-42
電 話　083-922-5226
FAX　083-922-5227

個人 500 500
引き

税込。割引対象外の日や、プランあり。1 泊
2 食に限る。15 名以上送迎無料。送迎につ
いてはお気軽に御相談ください。お申込み
時に、老人クラブ会員であることをお伝え
ください。

かんぽの宿 光
〒 743-0005
光市室積東ノ庄 31-1
電 話　0833-78-1515
FAX　0833-79-1279

個人 400 500
引き

税込。1 泊2 食の御利用に対して、1 名1 泊につき500 円
（税込）割引。日帰りプラン3，800 円以上の御利用に対して
500 円（税込）割引。日帰り利用料、スポーツ施設利用料の
20％割引。
サービス証明書が必要です。（利用時に県老連より発行）
※サービスは証明書１枚で同伴者全員可能です。

きのえ温泉ホテル
清風館
〒 725-0402
広島県豊田郡大崎上島町沖浦1900
電 話　0846-62-0555
FAX　0846-62-1070

個人 — 10,000 税別。送迎については別途御相談下さい。
特別営業期間（正月・盆・ゴールデンウィーク）
は料金の変更あり。
お申込み時に、老人クラブ会員であることをお伝えください。
休前日は、2，000 円アップになります。団体 — 8,000

（15 名以上）

長崎ブルースカイ
ホテル
〒　852-8007
長崎市江の浦町 18-1
電 話　095-861-6411
FAX　095-861-2531

個人 — 7,000
サービス料・税込。
送迎については15 名以上は長崎駅から
ホテルまでは無料
送迎付プラン有（バス付パック）
11 名~14 名　16,000 円
15 名~21 名　14,000 円
各種特典付き
お問い合わせください。

団体 — 6,480
(10名以上)

※「憩いの家」指定料金は、一般客の利用料金より、割引になっております。
※料金の区別「個人」「団体」とは、老人クラブ会員です。
※詳細については、各施設または事務局へお問い合わせください。
※かんぽの宿では、全国の施設にて 1 泊 2 食の御利用に対して、500 円（税込）の割引が可能とな

ります。詳細は、事務局までお問い合わせください。

山口まで送迎付き

「憩いの家」指定施設
きららシニア山口
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